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市政だより
人口の動き

〈前月比〉

人口(男)33.497 + 30 
(女)36.329 + 38 
(計)69. 826 + 68 

世帯叡 20.572+ 54 
2月1日現在

ひな祭りあ誕生会 (3月3日・ふるまち保育園

wゐ③守 回'e)is&
灯りをつけましょぼんぼりに あ花をあげましょ桃の花・

今日は楽しい “ひな祭りあ誕生会n あ田さんだちも見にきてるからみんなで頑張つだよ

どう僕疋ちポーズも決ってるだろう みんなで練習しだんだ 歌や手遊びなんかいろんなことができるんだ

(13¥るまち保育園は O歳"-'3歳末満の子供ガ元気に通園しています〉

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(的⑮4111 編集/広報公聴課 印刷所/九 州 凸 版 刷
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守
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fl@局
皆さんの華震を

趨留の援護c
tJlliてます

昭
和
白
年
度
に
設
置
し
た
福
祉
基

金
が
、
中
尾
シ
ツ
子
さ
ん
(
諌
早
市

仲
沖
町
)
の
寄
付
で
1
億
円
に
達
し

宇
品
、
l
ν
れ
九
。

同
基
金
の
内
訳
は
、
市
財
源
か
ら

7
5
0
0
万
円
を
積
み
立
て
、
残
り

2
5
0
0
万
円
が
、
市
内
は
も
と
よ

り
、
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金

に
よ
る
も
の
で
す
。

寄
付
の
第
1
号
は
、
田
中
亀
太
郎

さ
ん
(
故
人

・
玖
島
郷
)
で
、
中
尾

さ
ん
は
1
0
6人
目
に
な
り
、
先
ご

ろ
亡
く
な
っ
た
姉
エ
イ
さ
ん
(
大
村

子
供
の
家
の
創
設
者
)
の
香
典
返
し

と
し
て
、
初
万
円
を
寄
付
さ
れ
た
も

の
で
す
。

--¥. 

邑ム:
市長からの感謝状を受ける中尾さん

同
基
金
に
は
、
香
典
返
し
、
子
ど

も
会
行
事
の
益
金
、
各
種
チ
ャ
リ
テ

ィ
!
の
益
金
や
地
元
ボ
!
ト
選
手
に

よ
る
優
勝
賞
金
の

一
部
の
寄
付
な
ど

皆
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
大
き

く
育
っ
て
い
ま
す
。

同
基
金
は
、
利
息
を
市
の
福
祉
制

度
に
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

さ
ら
に
充
実
を
図
り
、
福
祉
の
増
進

に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
暖
い
心
を
、
福
祉
基
金

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
基
金
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

福
祉
課
福
祉
係
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

民
年
金
保
険
料
が

か
月

7
2①
①
回
に

〈
付
加
保
険
料

7
5
0
0円〉

国
民
年
金
保
険
料
が
、
4
月
か
ら

月
額
7
1
0
0
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
年
金
額
が
生
活
水

準
の
変
化
や
物
価
の
上
昇
に
合
わ
せ

て
、
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
年
金
財
政
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
引
き
上
げ

ら
れ
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
お
年

寄
り
の
世
代
を
順
送
り
に
扶
養
す
る

い
わ
ば
、
各
世
代
間
の
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険

料
は
、
現
在
の
お
年
寄
り
の
年
金
に

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
が
お
年
寄
り
に
な
れ
ば
、
次
の

世
代
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

ま
す
。私

た
ち
は
、
こ
の
順
送
り
の
扶
養

シ
ス
テ
ム
を
し
っ
か
り
と
明
日
の
社

会
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
年
金
制

度
を
健
全
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
年
金
制
度
を
理

解
し
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す。忘
れ
ず
に
納
め
よ
う

国
民
年
金
保
隙
料

1
月、

2
月、

3
月
分
の
保
険
料

は
3
月
担
日
刊
が
納
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
よ

く
納
付
書
を
確
認
の
う
え
納
め
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、

保
険
年
金
課
年
金
係
へ
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
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4 
市民相談コーナー(広報公聴課)ですべて鵬首っています。お気軽にご相談ください。 ; 

同 人権柑談 (3日 10:00 -----15:00) れ ? 
凶 行政相談 。。巴 9:30 -----12:00) ，円、明 十
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大
村
申
学
校
の

環
境
整
備
に
汗
の
奉
仕

ー
赤
佐
古
町
内
会
の
み
な
さ
ん

1

4
月
に
開
校
す
る
大
村
中
学
校
の

所
在
地
、
赤
佐
古
町
内
会
(
寺
田
末

雄
会
長
・

1
0
8世
帯
)
は
、

2
月

初
日
、
学
校
の
環
境
整
備
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
樹
木
を
寄
贈
し
勤

労
奉
仕
で
校
庭
な
ど
に
植
樹
を
行
い

ま
小

1
u
h九

。

町
内
会
の
人
た
ち
の
寄
付
金
で
、

桜
幻
本
、
カ
イ
ヅ
カ

2
本
、
ナ
ン
キ

ン
ハ
ゼ

2
本
を
購
入
し
、
当
日
、
午

前
9
時
か
ら
午
後
4
時
頃
ま
で
、
町

内
の
お
母
さ
ん
ら
を
含
む
約
印
人
が

参
加
し
植
樹
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

むおお市政だより(3) 

(小児マヒ)

の緑与を行います
母 ・ ・該

義理E貿怒号品質宅自祭菱学
も れ 一月て目 い投月 6 る
し な まい投 な与まか 乳
〈 い でな 王子 いをで月 幼
は 乳 のいを 乳 受 の i児

寺
田
会
長
は
「
自
分
た
ち
の
町
内

に
で
き
た
学
校
だ
か
ら
、
自
分
た
ち

も
環
境
の
整
備
に
役
立
ち
た
い
と
い

う
こ
と
で
植
樹
を
計
画
し
た
、
町
内
の

人
た
ち
も
み
ん
な
快
く
賛
成
し
て
く

れ
ま
し
た
。
健
や
か
な
生
徒
が
育
つ

よ
う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
植
え
ま

し
た
。
こ
の
木
も
子
供
た
ち
も
の
び

の
び
と
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
自

分
た
ち
の
子
供
や
孫
、
そ
し
て
そ
の

子
供
が
こ
・
の
学
校
に
通
う
の
だ
か
ら
、

少
し
で
も
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
学
校
に
な

下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結

核
、
心
臓
血
管
糸
疾
患
、
病
後
哀

翠
木
養
障
害
な

ど
の
乳
幼
児

・
麻
し
ん
な
ど
生

ワ
ク
チ
ン
接
種

後

1
か
月
を
経

過
し
て
い
な
い

到
叫
刷
旧
ん

お
願
い

・
母
子
健
康
手
帳

を
ご
持
参
く
だ

え」い。

る
よ
う
協
力
や

し
て
い
き
た
叶

い
」
と
流
れ

る
汗
を
ふ
き
一

な
が
ら
話
し
♂

て
い
ま
し
た
。
円

赤
佐
古
町
↑

内
の
皆
さ
ん
一

お
疲
れ
さ
ま
一

で
し
た
。
大一

村
中
学
校
も
一

皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
、
景
一

観
も
よ
く
な
ぞ

り
落
ち
着
い

た
学
校
の
雰

囲
気
が
出
て

き
ま
し
た
。

ケ七二z??F17ムゥと~~S:!ア?なとiィヨ
植樹奉仕に汗を流す赤佐古町内会のみなさん

-
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

園

民

健

康

保

険

被

保

険

者

証

園
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証

接種目 治主主、 場

市 ィ生 所
4.1(火)

」主豆宰 j頼 出 9長 所

西大村コミ工ティセンター

2附 一 j甫 出 ヲ長 所

安令 田 出 張 所

竹 松 出 張 所
3耐

福 重 出 ヲ長 所

4幽
中地区公民館!

キ公 原 出 張 所

時間は午後2時-3時まで

4
月
1
固
か
ら

嚢
わ
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
等

証
明
書
は

3
月
担
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
。
4
月
か
ら
は
新
し
い
被

保
険
者
証
(
う
ぐ
い
す
色
)
に
変
わ

り
ま
す
。

ま
た
、
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書

は
新
し
く
退
職
被
保
険
者
証
(
桃
色
)

表手呈日

と
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
お
よ
び
退
職

被
保
険
者
証
は

3
月
下
旬
に
発
送
の

予
定
で
す
。
も
し
、

4
月
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
人
は
、
保
険
年
金
課
保

険
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
被
保
険
者
証
の
氏
名
は
カ
タ
カ
ナ

で
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ご
面
倒
で

す
が
、
カ
タ
カ
ナ
の
下
に
漢
字
で

記
入
し
て
か
ら
、
病
院
な
ど
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
や
市
外
に
転
出
し
た
人
で
、

被
保
険
者
証
の
ま
っ
消
屈
を
し
て

い
な
い
人
は
、
早
く
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
仕
事
を
や
め
て
新
た
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
、
健
康
保
険
な
ど
が
切
れ

た
証
明
書
を
持
参
し
て
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
退
職
者
医
療
の

該
当
者
は
必
ず
年
金
証
書
も
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

①
国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
診
療
を
受
け
ら
れ
た
費
用
の
支

払
い
に
充
て
る
た
め
の
重
要
な
財

源
で
す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、

早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※瞬日61年度建設工事関係入札参加資格審査請求書受付中 (3月31日まで、提出先:管財課監査係)



(4) 

市
職
員
の

b むお

町
本
市
に
は
、
昭
和

ω年
4
月
1
日
現
在
で
附
人
の
職
員
が
在
職
し
て
い
仰

向
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業
加
入
、
ボ
ー
ト
事
業
犯
人
、
下
水
道
事
業
仰

向
叫
人
な
ど
特
殊
な
事
業
に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
で
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
m

刊
で
、
同
規
模
の
都
市
に
比
べ
で
職
員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問

お川 11111川

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
(
本
俸
)
と
扶

養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な

ど
の
手
当
が
含
ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴

・
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
条

例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
仕
事
の

種
類
に
よ
り
行
政
職
、
教
育
職
、
医

療
職
付
、
口
、
日
の
五
種
類
が
あ
り

ま
す
)
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
と
、
大
別
し
て
定
期
昇

給
と
給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定

期
昇
給
は
、
1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給
上

位
へ
上
が
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、

一
般
的
に
労
使
交

渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間
給
与

と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合
は
、
給

与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機
関
で
あ
る

人
事
院
が
毎
年
4
月
1
日
現
在
で
の

民
間
給
与
と
の
対
比
を
し
て
、
差
が

あ
っ
た
場
合
に
行
な
わ
れ
る
人
事
院

勧
告
を
尊
重
し
て
実
施
さ
れ
る
国
家

公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
拠
し
て
給

料
の
引
き
上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
を
給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。

5見

表

の

圃
表
川
、
表
倒
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
財
政
的
な
面
か
ら
職

員
の
給
与
を
み
た
も
の
で
、
日
年
度

決
算
で
の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件

費
が
歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た

も
の
が
表
山
で
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主
負

担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表

ωは
、

ω年
度
予
算
か
ら
み
た

職
員
1
八
当
り
に
要
す
る
経
費
を
み

た
も
の
で
す
。

明

人件費の状況 (普通会計決算))
 

唱.，(
 

人件費率 (f)人件費(8)歳出額(刈住民基本台帳人口分区

22.3 

千円

3，445，366 

千円

15.427.510 
昭和 60年 3月31日現在

68.529人
昭和 59 年度

職員給与費の状況 (普通会計予算)

区
1人当り (8i

B |給与費¥A)

桐| 千円

計

給 与費

料 | 職員手当 |期末勤勉手当

千円| 千円| 千円

1.577.457 I 223.923 661.442 

Y..会
中口

職員数 A分

(2) 

人566 昭和 60年度

職員の初任給の状況

(昭和60年4月1日現在)

(4) 職員の平均給料月額及び平均年令の

状況 (昭和60年4月1日現在)

(3) 

一 般 行 政 月載
区 分

初任給 採幸吉用和2十年経月過害日頁

大 A子旦. -元~
円 円

118，800 132.000 

品 校 卒
円 円

96.600 103，600 

ム
官

歳

年

37.5 

職

均

政
一
平

行

円

般

一額円
円
.

j
f
 

巾
志
川
町

給h
づ

品目ル平

220，300 

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

円 円 円

大学卒 189司600 230.800 279，100 

一般行政職
円 円 円

高校卒 151，700 189，600 230，800 

(5) 



b 川

z-
表
側

1
表
聞
に
つ
い
て

，

こ
れ
ら
の
表
は
、
職
員
の
平
均
給

料
と
初
任
給
の
状
況
を
示
し
た
も
の

で
、
市
に
は
幼
稚
園
の
教
員、

病
院

の
医
師
、
看
護
婦
な
ど
の
職
員
が
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で

一
番
多
く
の
職

貝
が
受
け
て
い
る
一
般
行
政
職
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
的
問
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後
す

ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年
数
別

の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の
で
す
。

圃
表
側
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、

一
般
行
政
職
の
職
員

を
給
料
表
上
の
等
級
別
に
み
た
も
の

で
す
。

等
級
別
区
分
は
、
部
長
は

一
等
級、

課
長
は
一

等
級
ま
た
は
二
等
級
、
以

下
相
当
職
な
ど
が
あ
る
た
め
明
確
に

区
分
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
お
む
ね
係

長
は
こ

・
三
等
級、

吏
員
は
経
験
お

よ
び
仕
事
の
責
任
、
困
難
性
な
ど
点

ら、

二
等
級
か
ら
五
等
級
ま
で
に
お

い
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

般
の

事
務
員
、
技
術
員
は
、
お
お
む
ね
五

等
級
並
び
に
六
等
級
と
な
っ
て
い
ま

す
。

軍司
表
的
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、
一
般
に
ボ
ー

ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
給

料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を
乗
じ

た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
月

額
に

一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た
額
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は
勤
続
年

数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ
て
異
な
り

むおお市政だよ り(5) 

ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ
の

一
部
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

画
表
制
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
市
長
な
ど
三
役
の
給

料
及
び
市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し

一た
も
の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者
に

・よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
市
議
会

に
よ
り
決
定
さ
れ
、
昭
和

ω年
1
月

1
日
か
ら
改
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〔注
〕
表

ω、
川
問
、
問
、
附
は
昭
和

ω年
度
の
給
与
実
態
調
査
に

よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

行政職の等級別職員数の状況 (昭和60年 4月1日現在)

区 分 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 計

人 人 人 人 人 人 人

R前 員 童文 23 170 118 118 23 22 474 

% % % % % % 手合

構 成 比 4.9 35.8 24.9 24.9 4.9 4.6 100.0 

(6) 

の状況

葉月 末 ・勤勉手 当 退 職 手 当

(60年度支給率) (61年度支給率)

自己の都合による退職 定年による退職

期末手当 勤勉子当 最高限度額 60月分 71.28月分

6月期 1.4月分 0.5月分 勤続10年 8.1月分 18.00月分

12月期 1.9月分 0.6月分 勤続20年 22.68月分 37.8月分

3月期 0.5月分 勤続30年 44.55月分 59.4月分

計 3.8月分 1.1月分 勤続37年 51. 975月分 71.28月分

手当職員(7) 

特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 役 収入役 5義 長 副議長 j義 員

円 円 円 円 円 円

報 ~JtI 等 630.000 520.000 460‘000 330‘000 275，000 264，000 

期 末 手 当
(60年度支給割合)

6月期1.4月分 12月期1.9円分 3月期 0.5月分 計 3.8月分

(8) 
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込

1日 乳幼児発達健診 保健所⑧ 9:30~10:00 15日 乳幼児健康相談 萱瀬出張所

w ⑮乳幼児の身体発育面、精神発達面に不安を持 伏) ⑧ 9:30~11 :00 ⑬乳幼児

っている人 16日 妊婦教室(3) 市役所健康相談室 13:00~16:00 

乳幼児健康相談 松原出張所 (水) @入浴の させ方、育児用品のそろえ方ほか

⑧l3 :30~ 15: 00 ⑮乳幼児 17日 機能訓練根気の会福祉センタ- l3 :00~15:00 

2日 妊婦教室(1) 市役所健康相談室 13 :OO~ 16: 00 (木) ⑮屋外訓練(施設見学)

(水) @はじめて母親となる心得、妊阪中の保健ほか 18日 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00~15:00 

3日 機能訓練根気の会福祉センタ- 13:30~15:30 (釦 ⑮ ⑮ … 4日(釦と同じ イ

(木) @健康体操、輪投げ、話し合い 1歳6か月児健康診査

4日 成人の健康相談 福祉センタ- 13:00~15:00 コミュニティセンタ一 ⑧13: OO~ 13: 30 

(釦 ⑮40歳以上(主婦、自営業者など)⑮血圧測定ほか ⑮⑮… 11日(釦と同じ

&8 当番医 20日 当番医

街} (内・小)松尾医院玖島郷 E⑫ 4412 U3} (内・小)松永医院古町1丁目 宮⑫29 4 3 

(眼)岩崎眼科 医 院 本 町 宮 ⑫3435 (産)後藤産婦人科医院西大村本町宮⑫6015

7日 安産教室 市役所健康相談室 9:00~ 11 :30 23日 妊婦教室(4) 市役所健康相談室 l3 :00~16:00 

(月) ⑧ 9:30まで ⑮母子健康手帳、ズボン (水) ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

一般健康相談市役所健康相談室 13:OO~ 16 :00 24日 3歳児健康診査 コミュニティセンター

@血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定 (木) ⑧ 9:30~ 1O :00 、 13:00~13:30

⑮みそ汁(汁のみ少々) ⑮昭和57年10月生まれ (57年4月 ~9月生 まれで、

8日 育児相談 保健所 ⑧ 9:30~10:00 まだ受けでいない人も受診してください)

(火) ⑮育児に不安を持っている人 ⑮母子健康手帳、問診票

9日 妊婦教室(2) 市役所健康相談室 13: 00 ~ 16: 00 27臼 当番医

(剥 @妊娠中の栄養、お産についで、妊婦体操ほか {日} (内・小)松井医院 久原 2丁目 E⑬ 6 6 2 4 

11日 1歳6か月児健慶診査 (外・内)原医院宮小路1丁目 宮⑪ 8427 

(i) コミュニティセンター ⑧l3: OO~ 13: 30 29日 当番医

⑪昭和59年9月生まれ (59年4 月 ~8月生まれで、 (火・察) (内・小)琴尾医院西三城町宮⑫20 5 9 
まだ受けていない人も受診しでください) (外)中島外科医院西三城町 宮⑫ 3875 

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ 暗号の説明

宅金
13日 当番医 ⑮ ・・・対象となる人 ⑧ …受付

{鴎 (内)野口内科医院西大村本町宮⑫23 3 9 ⑮ …持ってくるもの ⑮ …内容

(眼)楠木眼科医院東三城町宮⑫ 2711 当番医の診療時間 9:00~18:00 

14日 乳幼児健康相談 竹松出張所 ※保鍵:所および各出張所での乳幼児相談の場で、神経芽

(月) 9:30~11 :00 ⑮ 0~6 か月の乳児 細麹腫の検査セット{小児ガン早期発見のため)を渡し

13:00~15:00 ⑮ 7か月以上の乳幼児 ます。

⑮離乳食教室 1O :30~15:00 生後4か月までに、乳幼児相談を受けましょう。

‘b
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健
康
教
育
講
演
会

期
日

3
月
初
日
制

時

間

午

後
1
時
叩
分

場
所
松
原
出
張
所

演
題
老
後
の
精
神
衛
生
に
つ
い
て

講
師
渡
辺
医
院
渡
辺
和
紀
先
生

健
康
担
談
(
市
保
健
婦
)

午
後
3
時
よ
り

8⑮4070 (諏訪保育園内、月曜日~土曜日、午前10時~午後5時)

不
用
犬
回
収
日
の

持
ち
込
み
時
聞
を
愛
更

毎
月
第
1
・2
・3
土
曜
日

午
前

8
時
初
分

l
叩
時
初
分

現
在
、
不
用
犬
の
回
収
日
は
、
毎

月
、
第
1
・
2
・
3
土
曜
日
で
、
持

ち
込
み
時
間
は
午
前
中
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、

4
月
5
日
回
よ
り
、
持
ち

込
み
時
間
が
、
午
前
8
時
初
分
か
ら

叩
時
初
八
刀
ま
で
と
な
り
ま
す
。
(
回
収

日
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
)

な
お
、
該
当
土
曜
日
が
、
祝
日
お

よ
び
年
末
・
年
始
、
お
盆
休
み
の
と

き
は
、
不
用
犬
の
回
収
は
い
た
し
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
回
収
箱
は
、
市
役
所
お
よ

び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※子育て電話相談室



1;:) ，川川111111111むおお市政だより(7) 

風
岡

闘
川
「

A (ツYジの目録贈呈)

声の合併・市内局番が2桁に(7{ 市役所)

メ村、諌早電報電話胃管内が、市外局番なしで通話できるようになっだのを

記念して、戸富市長と野田・ 諌阜市長ガ記念通話。 メッセージの受換なと、の

あと¥諌阜市のミスめがねばし ・中道真理さんから記会樹のツYジの目録ガ

贈呈されましだ。(諌早市長には、 ミス花菖蒲・坂本真美さんが“八重ザクラ"

の記念樹を贈りましだ。

A日頃の成果を彼露(:K-----% 勤労青少年ホーム)

第5回勤労青少年ホームまつりが開かれ、訪れ疋人

の目を楽しませましだ。

r¥ 

ご
協
力
く
だ
さ
い

母
⑭
易
旬
m
V同
v
d
日

i
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
類
を
戸
ジ

戸
・
ア
フ
リ
カ
難
民
へ
送
ろ
う

l

休
眠
衣
料
活
用
運
動
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
、
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
類
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
善
意
を

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
の
難
民
へ
届
け

ま
す
。

期
間

3
月
紅
白
幽
j

お
日
制

場
所

大
村
浜
屋
4
階

問
い
合
わ
せ
休
眠
衣
料
活
用
運
動

実
行
委
員
会
(
宮
⑬
3
1
6
1大

村
浜
屋
内
)

お
願
い

洗
濯
し
た
も
の
を
パ
ッ
キ

ン
ま
た
は
紙
袋
に
入
れ
て
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
大
人
、
子
供
衣
料

い
ず
れ
も
結
構
で
す
。

※市民交通傷害保険受付中(できるだけ町内会などで一括加入をお願いします)

第

3
回

大

村

市

美

術

協

会

展

覧

会

期
間

3
月
初
日
同

j
n日
出

時

間

午

前

9
時
i
午
後

5
時

場
所
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出
品
部
門
洋
画
、
日
本
画

F

一

ぽ

1
h
E‘

J
1

d
h
 

j
J
g人
/

γキ
ベ
ド
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i o 
?5o 
宍o
f e 

日
時

4
月
初
日
同

(
受
付
)
午
前
8
時
初
分
j
9時

(
ス
タ
ー
ト
)
午
前
9
時
印
分

集
合
場
所
萱
瀬
小
学
校
運
動
場

コ
l
ス
萱
瀬
小
学
校
周
辺

参
加
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

種
目・

小
学
生
コ

l
ス
H
2
h
(小
学
生

男
女
、
全
女
子
)

・
中
山
主
男
子
コ

l
ス
H
3凶

.
健
康
マ
ラ
ソ
ン
コ

l
ス
リ

5
M

(
自
由
、
完
走
記
録
証
の
み
)

・
競
走
マ
ラ
ソ
ン
コ

l
ス

H
m凶

(
高
校
生
男
子
、
一
般
男
子
)

参
加
料
・
小
、
史
子
生

H
m円

・
高
校
、

一
般
リ
湖
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。
申
し
込

み
と
同
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

4
月
日
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
各
小
史
子
校
と
体

育
課
に
あ
り
ま
す
。
電
話
、
ハ
ガ

キ
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

昭
和
引
年
度
ナ
イ
タ
ー
使
用

チ
ー
ム
登
録
を
受
付
中

補
助
グ
ラ
ン
ド
、
郡
中
グ
ラ
ン
ド
、

森
園
運
動
広
場
の
ナ
イ
タ
ー
使
用
は

チ
l
ム
登
録
が
必
要
で
す
。

昭
和
白
年
昨
民
の
チ
l
ム
登
録
を
受
付

中
で
す
。
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
内
容

責
任
者
、
保
証
人
2
人、

チ
l
ム
名
簿

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

・
5
日
リ
そ
の
月
の
日
日
1
月
末
分

-m日
U
翌
月
の
1
日
i
日
日
分

抽
選
締
切
時
間

・
森
園
運
動
広
場
H
午
後
1
時

.
補
助
グ
ラ
ン
ド
H
午
後
2
時

.
郡
中
グ
ラ
ン
ド
リ
午
後
4
時

抽
選
場
所

第
7
会
議
室

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
体
育
課

※
抽
選
日
が
'
土
・
日
曜
日
、
祭
日
の

と
き
は
翌
日
の
平
告
巾
日
が
抽
選
日

に
な
り
ま
す
。

抽
選
日
の
前
日
ま
で
登
録
し
な
い

場
合
は
、
そ
の
時
の
抽
選
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

第

5
田
市
長
杯
争
奪

職
場
・
職
域
対
抗

サ
ッ
カ
ー
大
会

皆
さ
ん
が
、
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
年
1
回
の
「
大
村
市
民

サ
ッ
カ
ー
の
日
」
で
す
。
多
数
、

ご

参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

4
月
6
日
制
・
日
日
制

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
外

参
加
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

お
よ
び
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム
5
0
0
0
円

※
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
期
限

3
月
お
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
中
T
蹴
植
松
3

丁
目
的
、
電
話
⑫
6
7
8
2柴
田
)

つ
場
~ 
3古

k. (v 
年⑧⑧
三j)@
き⑧⑧
ヰfy)fY)

~ No. 5 ぎ
、
赤
ち
ゃ

ん
は
空
腹
か

ら
満
腹
に
な

り
、
満
足
感

が
生
ま
れ
ま

す
。
見
つ
め

合
い
、
抱
き

合
い
、
声
を

か
け
合
い
な

が
ら
、
幸
福

な
時
を
一
日

に
十
数
回
と

な
く
繰
り
返
し
、
お
互
い
に
理
解

し
合
い
、
母
と
子
の
紳
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
の
で
す
。
授
乳
に
よ
る

乳
頭
の
刺
較
で
脳
下
垂
体
前
葉
か

ら
、
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
と
言
う
催
乳

ホ
ル
モ
ン
が
分
秘
さ
れ
ま
す
。
こ

の
ホ
ル
モ
ン
は
母
性
愛
行
動
に
火

を
つ
け
る
物
質
で
、
母
乳
を
与
え

る
か
否
か
は
、
将
来
の
母
親
と
し

て
の
在
り
方
に
大
き
な
影
響
を
及

ぽ
す
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
母
乳
に
は
多

く
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。
母
乳
で

育
て
る
こ
と
は
、
何
も
の
に
も
優

る
子
育
て
の
基
本
と
い
え
ま
す
。

出
口
小
児
科
医
院
出
口
雅
経

母
乳
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
に

必
要
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
、
山
%

吸
収
さ
れ
る
効
率
の
よ
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
母
乳
中
に
は
特
別
な

免
疫
成
分
が
含
ま
れ
、
母
乳
栄
養

児
は
人
工
栄
養
児
よ
り
も
癌
気
に

対
す
る
抵
抗
力
が
強
く
、
死
亡
率

が
は
る
か
に
低
い
し
、
端
息
や
ア

ト
ピ
l
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ

ル

ギ
ー
性
疾
患
に
な
る
頻
度
も
低
い

の
で
す
。

母
乳
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

母
子
間
の
情
緒
的
関
係
が
良
好
に

保
た
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
が
お
乳
を
吸

う
こ
と
に
よ
り
、
乳
頭
と
口
唇
に

快
感
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
授

乳
に
よ
り
母
親
の
緊
張
感
が
安
ら

岱⑬9邸8(慈恵荘内、いつでも受け付けます)※ボケ老人介護相談電話室
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軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

〉
〉
募
集
と
更
新
〉
〉

早
朝
テ
ニ
ス

仲
間

G

つ
く
り
と
健
康
保
持

日
時
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、
午

前
7
時
1
9
時

会

費

年

2
0
0
0
円

婦
人
水
曜
テ
ニ
ス

仲
間
守
つ
く
り
と
美
容
と
健
康

日
時
毎
週
月

・
水

・
金
曜
日
、

午
前
日
時
1
正
午

会
費

6
か
月
5
0
0
0
円

婦
人
木
曜
テ
ニ
ス

仲
間
づ
く
り
と
美
容
と
健
康

むおお

UE温三塩2重量~

市政だより(9) 

日
時
毎
週
火

・
木
曜
日
、
午
前

日
時
1
正
午

会

費

年

2
0
0
0
円

申
込
方
法

そ
れ
ぞ
れ
テ
ニ
ス
コ

l

ト
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

軟
式
テ
ニ
ス
協
会
事

務
局
(
宮
⑬
4
6
4
0
森
上
)

柔

教

室

道

対

象

小

学
1
年
生
1
中
・高
校
生
、

一
般

練
習
日

毎
週
火

・
木

・
土
曜
日
、

午
後
6
時
よ
り

場
所

市
武
道
館

申
し
込
み

大
村
柔
道
協
会

(宮
⑪
3
3
5
5浦
山
)

※
直
接
、
練
習
日
に
武
道
館
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

華
粧
会
(
お
し
花
)

例
会
日

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
、

午
前
叩
時
1
正
午

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
1
5
0
0
円

連
絡
先
君
⑪
5
3
7
2
(高
里
)

(8)丘

簸

手

芸

の

会

例
会
日

毎
週
第
2
・
4
水
曜
日
、

午
前
叩
時
1
正
午

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費

月
1
0
0
0
円
(
材
料
費
は

別
)

連
絡
先

曜日 講座名 定員 講師(敬称略)

月 来ヰ E里 ⑧ 25人 山口貞子

火 生 花 25人 寺本晴月

書道 10人
田口玲子 |

水 ぺン習字 25人

きもの着付 25人 井芹やす子

木
車ヰ E里 ⑮ 25人 =井泰子

-:;党T石、 道 15人 野村民江

金 アートフラワー 25人 中瀬=年子

宮
(⑪
5
2
7
8
(多
久
島
)

ョ~ø~an[I'Jillmê
映画名 ・とべ.ノぼくの白鳥 (児童劇)

・ゆかいなピ工ロとにげ‘だした 6匹

の熊(児童劇)

日程 (午前10時~正午)

3月27日(ポ 萱瀬出張所

28日(鉛 松原出張所

29日(士)鈴田出張所

(午後 2 時~4 時)

. 竹松出張所

福重出張所

三浦出張所
受受 ・

福 け付 人写保
祉付塑 はし母
課 け限 必(、 保母・調理員などの
児 ・ 要現調
董間 4あ在理 代替職員の登録を受付中
係 い 月り j員

合 10ま登な ・提 けど母にだ気が設
わ 日せ録ど容履 出 付の、雇とな、な児
せ (梢んし資董歴 萱 け 藷 調 用 更 ど 出 ど 童

各委書 類 ま 録 理 す 協 で 産 の 福
三正<}~ 1 すを員る時休や職祉

るお tt通 。受な保的ん病員描

教育 講 演
親のこころ、子のきもち

NHK解説委員 田畑彦右衛門先生

3 月 30 日 (日)、 午後 2 時~3 時30分

市コミュニティセンター

咽~
z:r 

題

師

時

所

潰

講

日

場

春
休
み
・
放
課
後
の

学
童
保
育
所
案
内

対
象

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家

庭
な
ど
の
カ
ギ
ッ
子

期
間
・
場
所

・
春
休
み

3
月
M
日
開
1
4
月

7
日
間
、
中
央
小
学
校
第
2
理

科
室

-
放
課
後
期
間
に
つ
い
て
は
受

付
時
に
説
明
し
ま
す
。
中
央

幼
稚
園

受
け
付
け

3
月
お
日
間
、
午
前

日
時
1
日
時
、
中
央
幼
稚
園

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
父

母
の
会
(
宮
⑫
3
3
3
9
午
後

1
時
1
5時
、
夜
は
⑬
3
1
9

1
山
石
、

⑪
0
8
1
0
立
川
へ)

西大村中学校吹奏楽部

~ 0 e 
日時 4 月 5 日 (土)、 午後 2 時~4 時

場所市民会館

演奏曲 旧友、日本民謡メドレ一、アパラチ

アン序曲、ポップス、歌謡曲など17曲

第30回九州吹奏楽コンクール県予選の銀賞

を受賞した西中吹奏楽部の演奏会です。多数

ご来場ください。入場無料。

※青少年に関する悩みの相談は青少年センターへ2⑪3161(コミュニティセンター内)

教養講座の受講者を募集
期間 4 月 ~9 月

時間午後 6 時30分~8 時30分

対象 市内に住んでいる人または勤めている

人で、 30歳未満の人

受講料無料(教材費は実費)

申込期限 3月29日仕)

申し込み・問い合わせ 勤労青少年ホーム

(宮⑬ 1353 、 午後 1 時~9 時)
※申し込みと同時に、災害補償保険 (加入金

290円)に加入してください。
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長
崎
県

医
学
修
学
生
を
募
集

長
崎
県
医
学
修
学
資
金
貸
与
条
例

に
基
づ
き
、
国

・
公
立
大
学
の
医
学

部
を
卒
業
後
、
離
島
へ
き
地
の
医
療

に
進
ん
で
勤
務
す
る
情
熱
に
富
ん
だ

学
生
に
対
し
て
、
修
学
資
金
を
貸
与

し
ま
す。

対
象
・

昭
和
日
年
度
大
学
入
学
予
定

の
人

・
大
学
の
専
門
課
程
お
よ
び
専
門
課

程
進
学
予
定
の
人

貸
与
金
額
・

国
立
大
学
に
お
け
る
授

業
料
お
よ
び
入
学
料

・
専
門
課
程
に
お
け
る
学
習
図
書
購

入
費
H
年
額
初
万
円
以
内

・
生
活
費
日
月
額
7
万
円
以
内

利

率

年

H
・5
%

※
卒
業
後
、

ニ
疋
期
間
以
上
、(貸

与
を
受
け
た
期
間
の
2
倍
、
専
門

課
程
以
降
か
ら
の
貸
与
者
は
日
倍
)

知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
な
ど

に
勤
務
し
た
場
合
は
、
元
金
お
よ

び
利
息
と
も
返
還
を
免
除
さ
れ
ま

す
。

応
募
期
限

3
月
刀
日
回

申
請
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ

県
保
健
部
県
立
病
院
課

Q
T
制
長

崎
市
江
戸
町
2
j
U
、
合
長
崎
⑧

6
7
2
1
)
 

車

両

通

行

止

め

で

す

1
7
月
引
日
ま
で
・
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
j

市
道
坂
口
皆
同
線
の
道
路
改
良
工

一
ト

事
に
伴
う
路
面
切
下
げ
の
た
め
、
国

一
時

鉄
大
村
線
皆
同
架
道
橋
は
、
車
両
通
I

l

-

-

」
能

行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

↑福重
小

大
変
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
自
転
車
お
よ
び
赤
ノ
行
者
は
、

仮
歩
道
を
設
置
し
て
い
ま
す。

婦
人
自
衛
官
募
集

(
二
等
陸
・
溜
・
空
土
)

資
格

採
用
月
(陸
6
月
、
海
8
月
、

空
7
月
)
の
1
日
現
在
で
、
四
歳

i
M
歳
ま
で
の
女
子

申
込
期
限

4
月
ロ
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
量
存
集
事
務
所

hg
⑫
6
2
1
7
)
 

建
設
授
術
専
門
学
院

生

徒

募

資
格
・

専
門
学
部
H
高
校
(
建
築
課
)

を
卒
去
木
し
た
人
お
よ
び
同
等
以

上
の
月
子
力
の
あ
る
人
。
実
務
経

験
7
年
以
上
の
人

・
高
等
学
部
日
中
学
ま
た
は
高
校
を

卒
業
し
、
建
築
(
大
工

・
左
官
)

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
ま

た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

※
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
科
目
・
人
員

・
専
門
学
部
H

建
築
製
図
科
(
刊
人
)

土
木
科
(
刊
人
)
、
建
築
科

(ω

人
)

・
高
等
学
部
リ
建
築
科
(
初
人
)
、
左

官
科
(
別
人
)

訓
練
期
間

1
年
ま
た
は
2
年

申
込
期
限

3
月
白
日
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
建
設
技
術
専
門
学
院

(包
⑮
8
3
8
5
)

集

マママ マ マ ママ マ慈 マ市 マ金富 マ青 マ福《 ママ マ社マママ福《
為 萱 胃江町土円 浦山万加恵 10福 立 50大 への 吉 少 万国 祉ー 10醤広森 会 中原寺 祉香
32瀬恒藤)本 啓本円賀 荘 万 堕保 万村 原 田 年 5光 基般 万原顎勝 楕 尾登 山基典
準 保博久 10ハ 治祐 野 へ円 杏 育 円北 遣 商 健 円秀 金寄 円公広 (性 ，シ 志荒 金返
化育♀枝万 ル (三 時 男 所 ロ 跡 庖 全 雄 へ付 子 和四協 ツ子喜 へし
庖園出 円 ノ 池 ( へ l 発 11 育 ~ ♀(ノ 議子 ~ 

11 出 ( 回展舌 杭 タ 堀 10成 古 果 小 郷 会 ( 荻 原
花 よ空島東二口町 出 リ 品万へ E 繁芙川)へ著島 郷 称
束九千郷彼丁町二 津 | 保 円 一 眼村 内 5 干郷 ) 金

ス出) 杵 目)丁 三 ク 存 丁 町 二 町 万 市"-"3 崎

舛巴 5 覆"-"10 目 丁ラ 施 目 丁 )円"-"10万
10万 波 10万) 目 ブ 設 ) 目 5 30万 円
万円佐 万円 15 資 10 万 万円
円 見 円円

骨 骨 {22g窃りがとうございました由
マ慈 マ慈ママ同 泉 ママママ
極恵ん佐 恵大す 陽マ鈴マ大 マ マ マ マ ママママママ の ン-11 大陸自 花
橋 荘 世荘 高 み 寮 城 田 赤 村老鈴 H よ円 西 万山 円永草 井 岩 水 徳、 里 ジ 楽屋 村 上 本 満
養 ・ 催"*:塞 ス へ 聞 の 氷 子人木 慰し 外 大 円崎 尾野石坂 測 泉 へ ン ウ 問み 息 た I
鶏 鈴 化 会庭 ポ 久 里 清 供 会 義 問み 日 大 昇 重 弘 保 ま川 タ ーす債だ花
場 田 王 7321 良 学 春 の 11 春 会 婦 三 ( 弘 明 男ん 内 ( じ 隊三束

Jγ フ ツ (園(家 奉 外 J 人 郎 久 ----.----. ----.じ会 富吉 産
冷 里 品，Lプ 11 大 へ 本 へ仕 8 中 学 ( 原諌武日 ゆ 11 妻
凍 学 販 欠 11 カ 里 町 人 山 級竹二早 部泊 う野 原玉部匝
卵 園 売 ン 慰ノて 町) 、 身 11 松丁市町町本 菜 ー 龍隊 11

へ((1(-).問 ン 1 大 語 5 本 目~"'-../...........;"，舗外 丁 、音た
11 交 2 万 川 正 0 町 "-"5 5 5 11 目 嗣 楽 ば
石 .、 万 円 田 宗 o 5万 万 万 餅 ) 子 隊 こ
け 円 町 会 o 5 万 円円円 ニ鵬

(5 日~9 日、 12日~17日、東西対抗戦、 26日~30日)※ 4月の大村ボート


	198603-2-p01
	198603-2-p02-03
	198603-2-p04-05
	198603-2-p06-07
	198603-2-p08-10

